
平成22年度　学校評価最終報告書

学校関係者評価

評価項目と具体的取組 評価指標 達成度判断基準 取組の状況
達成
情況

学校関係者評価による意見

【組織的な学校運営】 【満足度指標】
よりよい学校づくりの提案が

Ａ：１人平均5件以上

Ｂ：１人平均3件以上

Ｃ：1人平均2件

Ｄ：１人平均１件未満

〈学校事務〉 【満足度指標】
文書の処理・保管・経理が

Ａ：できている

Ｂ：だいたいできている

Ｃ：あまりできていない

Ｄ：できていない

〈危機管理〉 【満足度指標】
訓練・安全対策・管理が

Ａ：できている

Ｂ：だいたいできている

Ｃ：あまりできていない

Ｄ：できていない

【授業改善】 【満足度指標】
計画・実践・時数に

Ａ：満足である。

Ｂ：ほぼ満足である。

Ｃ：やや不足である。

Ｄ：不足である。

〈指導計画・指導記録〉 【成果指標】
記録・提出が

Ａ：できている

Ｂ：だいたいできている

Ｃ：あまりできていない

Ｄ：できていない

〈指導法の改善〉 【満足度指標】
打ち合わせ・改善・成果に

Ａ：満足である。

Ｂ：ほぼ満足である。

Ｃ：満足とはいえない。

Ｄ：不足である。

〈道徳教育〉 【満足度指標】
道徳の時間の充実について

Ａ：満足である。

Ｂ：ほぼ満足である。

Ｃ：満足とはいえない。

Ｄ：不足である。

〈特別活動〉 【満足度指標】
　　計画・事前指導・成果が

Ａ：満足である。

Ｂ：ほぼ満足である。

Ｃ：満足とはいえない。

Ｄ：不足である。

〈生徒指導〉 【満足度指標】
理解・対応・成果が

Ａ：満足である。

Ｂ：ほぼ満足である。

Ｃ：満足とはいえない。

Ｄ：不足である。

【健康教育】 【満足度指標】
予防対策とその成果として

Ａ：常に適切な対応ができた。

Ｂ：ほぼ適切であった。

Ｃ：やや不適切であった。

Ｄ：不適切であった。

〈性教育〉 【満足度指標】
計画・指導・成果が

Ａ：満足である。

Ｂ：ほぼ満足である。

Ｃ：満足とはいえない。

Ｄ：大いに課題が残る。

〈食育推進〉 【満足度指標】
　残菜０、朝食・夕食完全摂取が

Ａ：達成できた。

Ｂ：ほぼ達成できた。

Ｃ：やや課題が残った。

Ｄ：大いに課題が残った。

〈参加・協力〉 【満足度指標】
保護者の各行事の参加率が

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：５０％以上

Ｄ：５０％以下

〈情報交換〉 【満足度指標】
全保護者・公職者との情報交換が

Ａ：よくできた。

Ｂ：できた

Ｃ：やや課題が残った。

Ｄ：大いに課題が残った。

〈地域との連携〉 【努力指標】
生徒の参加割合が

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：５０％以上

Ｄ：５０％以下

次年度の方向
（改善計画等）
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・指導計画が確立され、有効な指導が取り組まれ
ている。
・今年度より、各学年で外部講師による思春期の
性講座を開催した。

・給食だよりや食通信が定期的に発行され、栄養
教諭が積極的に授業を行うとともに、各担当・部
活担当など様々な分野で食への配慮がなされて
いる。

・１年生の保護者全員が委員会活動に参画するなど積極的な行事計
画がなされている。理事会についても地区代表を交え、年度替わりの
役員変更に関わる隙間を最小限に対応している。
・親子奉仕作業は雤天中止となったが、保護者１７０名の参加が予定さ
れていた。保護者全員によるパトロールも計画され地域との連携にも
配慮されている。
・校下小学校との懇談会も教員相互で新入生を対象とした懇談会、授
業参観がなされた。
・１学期末に全保護者を対象に学習や生活に関するアンケートを実施
し、その結果を基に課題と対策を検討している。

・ＰＴＡ理事会は組織的に運営されイニシアチブが取られてい
る、自主的な形で運営、実行されている。１年生保護者全員
が参画する委員会活動も、今後３年間、わが子の通う学校を
知る意味でも、良い機会にできる。
・校下小学校との懇談会や、保護者進路学習のための高校
視察に保護者５３人の参加があった。職場体験への協力も図
られており、今年度は３６の事業所で体験を行う。学校からも
適宜、情報が伝えられ円滑に連携が取られる努力をしてい
る。

・校下の敬老会や、行事に吹奏楽部やボランテイ
アの生徒が積極的に参加した。
・立志の集いへの参加はまだ100％であるとはい
えなが、部活動の大会等と重なったこともあり、や
むを得ないところがあった。

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

・指導記録の確認がきちんとなされており、、各教
科で研究課題を持ち、授業参観、授業反省、研修
に取り組んでいる。

・尐人数授業の工夫や、選択授業の運用を通じて基礎
基本の定着に取り組んでいる。具体的には尐人数授業
アンケートや、数学では２，３年生は１クラスを２分割し、
習熟の度合いに応じてきめ細かく授業を行った。１年生
の数学・理科・英語でＴＴ授業を行った。３年生の数学は
１時間増加させ、３時間の数学を４時間で充実させてい
る。英語科では全学年授業時数を３時間から４時間に１
時間増加させている。

・他学習領域との関連を明示した計画がなされ、
年間計画に基づき授業を進めている。また保護者
の授業参観の際に道徳の授業を公開したり、激
励会の時にも授業参観を行うなど機会を増やして
いる。
・４月入学時に新入生保護者に対して、道徳アン
ケートを実施し、その結果に基づいて本年度の重
点項目を設定している。
・各担当からきめの細かい計画が出され、実態に即した実践
がなされている。
・進路指導では２年生で系統的な職業教育を展開し、３年生
では１学期から高校説明会を行い、夏休みの体験入学につ
なげている。
・生徒会活動も年間テーマのもと、日々の地道な活動を通し
て学校生活の向上を図っている。
・部活動では離脱を最小限度におさえ、意欲や興味関心をそ
れぞれのレベルで高め、人間形成を図っている。

・大多数の生徒は集団のルールを理解し、積極的に対
応、適応しようとしているが、集団にうまく適応できず問
題行動の見られる生徒も一部見られた。
・定期的な面接の機会を設け、学期に１回、３年生につ
いては適宜、進路相談、進路希望調査などを通じて懇
談、理解を図ってきた。カウンセリングの手法を研修し
生徒理解に努めている。教育相談担当教室、保健室、
カウンセリングルーム活用など各方面での支援を工夫
している。
・保健だよりや食通信が定期的に発行され、栄養
教諭が積極的に授業を行うとともに、各担当・部
活担当など様々な分野での健康への配慮がなさ
れている。

打合せを密にし、工夫、改
善に取り組み、研修会参
加など成果が上がってい
るか。ＴＴ、尐人数教育が
機能しているか。

年間計画に従って実践
し、研修計画や時数も確
保されているか。研究授
業・模擬授業整理会を伴
う実践研究を行う。

遅滞なく処理され、保管も
適切で経理も明快である
か。

提案や建設的意見がよく
出され、前向きに取り組ん
でいるか。新しい取り組み
が計画されているか。

栄養教諭の活用や、計画
を立てて家庭的な実践へ
の浸透が図られたか。

全学年に講演会指導がな
され、個々の人格形成の
高揚とともに、相互尊重の
意識が高まったか。

自己の健康管理や、成長
への自己管理がうまくでき
ていけるか。心の教育へ
の配慮がなされている
か。

職員会議などで情報交
換、共通理解の場をよく持
ち、適切な対応ができて
成果があるか。

年間計画、生徒会テーマ
が確立され、事前指導も
よく、充分な成果を設定し
ているか。人間関係づくり
の実践活動も取り入れて
いるか。

町内、地域の行事への参
加で町の一員としての参
加自覚があったか。地域
への貢献、参加を促進で
きたか。

理事会の運営のあり方
が、適切で、情報交換や、
理事会、教職員、保護者
の相互の意識が高まった
か。

保護者が積極的に行事に
参加する体制、機会を作
ることができたか。

授業参観・模擬授業がで
きたか。指導記録が整備
され、毎月の提出確認、
内容の充実が図られてい
るか。

計画的な授業実践がなさ
れ、授業力改善シート活
用や、授業時数確保が万
全か。

全教職員の共通理解と相
互補完をしながら、適切な
配慮、意識をもって指導に
当たっている。

食事、睡眠、運動など、食
生活や生活習慣の改善、
考慮が十分になされてい
る。

異性についての正しい理解
を深め、相手の人格を尊重
する生徒の育成に努める。

各教科、領域と関連しなが
ら食に関する指導を行う。

・文章の整理や分類、経年文書の共通理解や整
理がきちんとなされており、スムーズな処理と保
管がなされている。

・年間計画が作られ、対応マニュアルの整備ができている。
・定期的な安全点検と、日々の確認・補修が行われている。
・交通事故の防止のため外部機関と連携して交通安全教室
を開催している。また教職員と保護者が協力し、交通指導や
ヘルメット着用についての指導を行っている。
・不審者対策のために、保護者全員による巡回指導やＰＴＡ
の委員によるパトロールが行われている。

・指導計画に基づき、計画的に進め、時数確保に取り組んで
いる。行事で欠けた授業についても、別の日に設定したり、授
業短縮措置でも欠時を最小限に工夫する。遠足、修学旅行で
は特別時間を作成している。時間割も3つの時間割を作成し
時数確保を図っている。
・授業の相互参観を増やし、授業力改善シートを活用すること
により、授業力の向上に努めている。
・１学期末に授業や学習に関する生徒の自己評価アンケート
を実施し、課題の把握と対策を検討している。

各自が自己の職務を全うし
ながら、適切な連絡・相談・
助言を通して、有機的な相
互協力を行う。

通達・報告文書や公的諸帳
簿および金銭出納簿が適
切に処理・保管されている。

災害訓練が計画され、健
康・安全対策が適切にとら
れ、危機管理対策が適切で
ある。
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各教科での指導計画が適
切に作成され実行されてい
るか。教育課程におけるそ
れぞれの指導記録がしっか
り整備されているか。

創意工夫に基づき、きめ細
かな指導に心がけ、生徒の
意欲を高め、基礎学力定着
のための工夫をしている。

地域に密着した理事会の
運営と支援で、保護者のＰ
ＴＡ行事への積極的な参加
をはかる。

相互の委員会活動におい
ても、積極的な活動ができ
て全体に配慮した情報の共
有や活用がなされている。

立志のつどいへの参加を
促し、地域の子は地域でと
いう視点を促進する。

各教科・領域との関連を明
らかにした全体計画と指導
計画がなされ、道徳の時間
の充実に努める。

集団の一員としての自覚を
高め、良き校風作りのため
に、自主的・実践的活動と
なるように工夫している。

小松市立御幸中学校

・保護者アンケートで９０％の家
庭が安全やヘルメットの着用を
注意していると答えている。

・ヘルメットの着用に関する指導
をＰＴＡ活動でも取り組めばどう
か。

・保護者アンケートでは８０％の
家庭が子どもの学校での学習に
満足している・だいたい満足して
いると答えている。

・生徒アンケートでは授業がわか
る、自主的に学習したり、質問す
ると答えた生徒の割合が増えて
いる。

・国際理解にも絡めて英語力の
向上が望まれる。・生徒の理解
度の把握をしてほしい。（関係者
評価）

・生徒アンケートでは授業がわか
ると答えた生徒が８３％に増え、
楽しいと感じる生徒も増えてい
る。

・礼儀やチームワークを大切にして
ほしい。（関係者評価）

・生徒アンケートでは部活動や課外
活動が楽しいと感じる生徒の割合
が、７４％と減っている。・カウンセリ
ングルームの利用の促進を（関係者
評価）

・全職員の相互補完を（関係者評
価）

・保護者アンケートでは９５％の家庭
が中学生には携帯電話は必要ない
と答えているが、フィルタリング等の
予防策はまだ６０％程度である。

・先生方はとても頑張っていらっしゃ
る。

・問題行動の見られる生徒の行動の
改善を望みます。

・挨拶、礼儀などのマナーの充実が
必要。

学校教育目標に基づいた
指導計画が立てら、授業形
体や内容など人的資源を
活用し、適切に設定されて
いる。

避難訓練や安全対策、適
切な施設・備品の管理が
なされているか。

自己評価

・多忙な中で、共通理解のための話し合いや取り
組み、提案を行ってきた。

　保護者アンケートでも
８８％の家庭が生活のリズムに
配慮していると答えている。

・いつも同じ人が参加している傾
向にあり、もうすこし多くの参加
があると良い。・文化祭や祭り、
しめ縄など地域の行事に参加し
てほしい。（関係者評価）

・各主任の機能的な動きをす
すめ、各種委員会の充実を図
る。

・新校舎への引っ越しにともな
い、書類や備品の整理、整頓
を計画的に行う。

・新校舎への移転にあわせて、
避難訓練や、職員の研修な
ど、防災対策を徹底する。

・新学習指導要領に向けての
移行措置や準備など対応を深
め、授業の充実を図る。

・学校研究主題を教科の授業
改善に定め、学力向上を図
る。

・道徳の授業と他教科や他の
領域との関連を深め、道徳的
実践力を高める。

・生徒会活動や部活動、各種
行事を通して良いことを積極的
に行う機会を増やすとともに、
礼儀やマナーの徹底を図る。

・カウンセリング体制の充実に
努め、校内の連絡体制や他機
関との連携を深める。

・携帯電話問題についての啓
発を保護者、生徒ともに継続し
ていく。

・各種のたよりやさまざまな時
間を利用し、健康や性、食に関
する生徒の意識を高める。

・ＰＴＡの委員会活動に１年生
の全保護者が参加するという
本校の特色を生かし、ＰＴＡ活
動の保護者参加を促進する。

・地域行事への参加を多数の
生徒に広めるために、ボラン
ティアなど誰もが参加できる機
会を増やす。


